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宮
澤
賢
治
の
童
話
「
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
」
に
お
け
る
主
人
公
名

〈
ゴ
ー
シ
ュ
〉
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
「
左
の
、
歪
ん
だ
、
捩
れ
た
曲
つ

(1
) 

た
、
不
恰
好
な
」
あ
る
い
は
「
不
器
用
な
、
へ
ま
な
、
下
手
な
」
と
い
っ

た
意
味
の
あ
る
フ
ラ
ン
ス
語
の
形
容
詞
g
a
u
c
h
e
由
来
説
、
南
ド
イ
ツ

(
2
) 

の
古
い
方
言
で
カ
ッ
コ
ウ
を
意
味
す
る
名
詞
G
a
u
c
h
由
来
説
、
イ
ン
ド

独
立
運
動
の
リ
ー
ダ
ー
で
詩
人
で
も
あ
っ
た
オ
ー
ロ
ビ
ン
ド
・
ゴ
ー

(3
) 

シ
ュ

(
A
u
r
o
b
i
n
d
o
G
h
o
s
e

―
八
七
ニ
ー
一
九
五
0
)
由
来
説
、
「
音
・

(
4
) 

て
「
春
と
修
羅
j

「
樺
太
鉄
道
」
や
「
春
と
修
羅
第
三
集
」
に
用
例

(5
) 

が
あ
る
幾
何
学
用
語
の
「
ゴ
ー
シ
ュ
四
辺
形
」
関
連
説
等
々
、
多
く
の

先
行
研
究
に
よ
っ
て
言
及
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
小
論
の
目
的
は
、
こ
れ

ら
に
加
え
ら
れ
る
べ
き
新
た
な
視
点
、
す
な
わ
ち
「
ユ
ー
モ
ア
・
モ
ダ

は
じ
め
に

「
モ
ダ
ン
語
」
の
時
代

「
モ
ダ
ン
語
」
と
は
何
か
。
「
モ
ダ
ン
」
の
語
誌
に
つ
い
て
、
小
学
館

「
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
』
で
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

明
治
時
代
か
ら
使
わ
れ
て
い
る
が
、
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に

か
け
て
大
流
行
し
た
語
。
当
初
「
モ
ダ
ー
ン
」
と
も
い
っ
て
い
た

が
、
す
ぐ
に
「
モ
ダ
ン
」
と
な
っ
た
。
こ
の
時
期
は
、
「
モ
ダ
ン

の
時
代
」
と
呼
ば
れ
、
「
モ
ダ
ン
ボ
ー
イ
」
「
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
」
な

(
6
) 

ど
多
く
の
合
成
語
が
生
ま
れ
た
。

ま
さ
に
こ
の
「
モ
ダ
ン
の
時
代
」

11

「
モ
ダ
ン
語
の
時
代
」
が
賢
治

作
品
の
創
作
期
と
重
な
っ
て
い
る
こ
と
は
言
を
侯
た
ず
、
当
然
賢
治
も

ン語」由来説を提起することにある。

ヘ
ゴ
l 

--, ンヽ

モユ
ダ........_,,,,

ン異
門聞
と
し
て
の
---, 

ゴ‘
l 
シ
ユ
I,__ 

と
-― l 

セ
ロ
L -

木

村

直

弘
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こ
の
「
モ
ダ
ン
の
時
代
」
に
流
行
っ
た
「
モ
ダ
ン
語
」
に
日
々
触
れ
て

(
7
)
' 

ヽ
こ
。
v
t 

(
8
) 

た
と
え
ば
、
「
賢
治
の
童
話
制
作
の
意
図
を
図
る
上
で
重
要
」
と
さ

れ
る
、
大
正
末
期
(
-
九
二
四
年
―
二
月
一
日
）
刊
行
の

『注
文
の
多

い
料
理
店
』
広
告
文
中
に
あ
る
「
ア
ド
レ
ッ
セ
ン
ス
」
は
、
ま
さ
に
当

時
の
「
モ
ダ
ン
語
」
の
典
型
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
こ
の
時
代
に
氾

(
9
) 

濫
し
て
い
た
外
来
語
、
新
語
、
モ
ダ
ン
語
関
係
の
辞
典
の
多
く
に
こ
の

語
が
項
目
立
て
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。

で
は
通
常
の
発
音
で
は
「
チ
ェ
ロ
」
と
発
音
・
表
記
さ
れ
る
「
セ
ロ
」

に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
以
下
、
賢
治
の
没
年
ま
で
に
公
刊
さ
れ
た
外
来

語
、
新
語
、
モ
ダ
ン
語
関
係
諸
辞
典
に
お
け
る
表
記
を
列
挙
し
て
お
こ

、つ①
「
セ
ロ

(Cello)

[
伊
]
「
ヴ
ィ
オ
ロ
ン
セ
ロ
」
の
略
。
」
（
勝
屋
英

一
九
一
四
年
、
一
三
四
頁
）

②
「
セ
ロ
ビ
オ
ロ
ン
セ
ロ
の
略
、
其
項
を
見
よ
。
」
（
大
畑
匡
山
『
現

代
文
芸
新
語
辞
典
』
西
村
酔
夢
補
筆
、
東
条
書
店
、
一
九
一
四
年
、

二
0
一頁）

③
「
S
e
r
o
 ̀n
. 
B
i
o
r
o
n
'
s
e
r
o
ノ
略
。
」
（
上
田
万
年
他
編
『
日
本
外
来
語

辞
典
』
三
省
堂
書
店
、
一
九
一
五
年
、
二
七
三
頁
）

④
「
〔
セ
ロ
〕

Cello. 
(
英
）
ヴ
ィ
オ
ロ
ン
・
セ
ロ

(Violon, cello)

の

略
。
西
洋
楽
器
の
一
種
。
」
（
芳
野
啓
次
郎
『
新
し
い
語
の
ポ
ケ
ッ

卜
辞
典
』
博
多
成
象
堂
、
一
九
一
九
年、

二
四
0
頁）

⑤

「
せ
ろ
ビ
オ
ロ

ン
セ
ロ
の
略
、
其
の
項
を
見
る
べ
し
。
」
（
小
林
鶯

里
編
『
現
代
日
用
新
語
辞
典
』
文
芸
通
信
社
、

一
九
二
0
年
、
一

九
六
頁
）

⑥
「
＿
セ
ロ
】
Cello
(
伊
）
ヴ
ィ
オ
ロ
ン
セ
ロ
の
略
。
西
洋
楽
器
の

一
種、

大
形
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
こ
と
。
」
（
小
林
花
眠
編

『新
し
き
こ
と
ば

の
泉
』
博
進
館
、
一
九
ニ
ー
年
、
七
八
五
頁
）

⑦
「
【
ヴ
ィ
オ
ロ
ン
・
セ
ロ
】

(Violon, cello
)
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
大

型
の
も
の
。
」
（
新
文
化
調
査
会
編

『現
代
智
識
是
さ
へ
あ
れ
ば
』

（
文
化
書
院
、
一
九
二
二
年
、
一
―
頁
）

⑧
「
【
セ
ロ
】

(Cello
)
ビ
オ
ロ
ン
セ
ロ

(Violoncello)

の
略
な
り
、

バ
イ
オ
リ
ン
に
似
て
大
き
く
四
絃
を
有
す
。
」
（
竹
内
猷
郎
編

『修

正
増
補
袖
珍
新
聞
語
辞
典
』
竹
内
書
店
、
一
九
二
三
年
、
三
二

九
頁
。
ち
な
み
に
、

一
九

一
九
年
版
、
一
九
二

0
年
版
に
は
掲
載

さ
れ
て
い
な
い
）

⑨
「
セ
ロ

(Cello
英
）
ヴ
ィ
オ
ロ
ン
セ
ロ

(Violoncello)

の
略
。

低
音
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
よ
り
も
大
き
く
両
脚
の
間

に
挟
ん
で
疸
立
せ
し
め
て
奏
す
る
。
」
（
田
中
孝

一
郎
編

『
新
ら
し

い
外
来
語
の
字
引
』
実
業
之
日
本
社
、

一
九
二
四
年
、

一
八
四
頁）

⑩
「
【
ヴ
ィ
オ
ロ
ン
・
セ
ロ
】
（
英
）
単
に
セ
ロ
と
も
い
ふ
。
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
の
大
型
の
も
の
」
（
素
人
社
編

『現
代
語
辞
典
』
素
人
社
、

一
九
二
四
年
、
二
八
頁
）

⑪
「
セ
ロ
ヴ
イ
オ
リ
ン
・
セ
ロ
を
見
よ
。
」
（
文
化
之
日
本
社
編

『現
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代
語
解
説
下
巻
』
文
化
之
日
本
社
、
一
九
二
五
年
、
四
七
0
頁）

⑫
「
ヴ
ァ
イ
オ
ロ
ン
・
セ
ロ
（
英
）

V
i
o
l
o
n , c
ello

西
洋
楽
器
の
名
。

単
に
セ
ロ
と
も
い
ふ
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
大
型
な
も
の
で
膝
に
支

へ
て
奏
す
る
。
」
（
秋
山
湖
風
・
太
田
柏
露
編
『
最
新
現
代
用
語
辞

典
第
三
版
」
明
光
社
、
一
九
二
五
年
、
二
五
頁
）

⑬
「
【
セ
ロ
ー
（
英
Cello)
西
洋
楽
器
の
一
種
で
、
大
形
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、

始
め
「
ヴ
ィ
オ
ラ
・
ダ
・
ガ
ン
バ
」
即
ち
足
に
持
つ
て
弾
く
ヴ
ィ

オ
ラ
（
ヴ
イ
オ
リ
ン
の
語
訳
）
の
意
で
あ
っ
た
。
ヴ
ィ
オ
リ
ン
セ

ロ
の
略
。
」
（
高
木
斐
川
編
『
最
新
社
会
大
辞
典
』

（芳
文
堂
、
一
九

二
五
年
、
八
五
七
頁
）

⑭
「
0
セ
ロ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
セ
ロ
を
見
よ
。
」
（
文
化
之
日
本
社
編

『
模
範
的
現
代
語
講
義
第
五
巻
』
偉
大
会
、
一
九
二
六
年
、
二

0

九
頁
）

⑮
「
セ
ロ

Cello
(
英
）
楽
器
。
ビ
オ
ロ
ン
セ
ロ
。

Violoncello
の
略
で
、

バ
イ
オ
リ
ン
に
似
て
大
き
く
四
絃
を
有
す
る
も
の
。
」
（
高
信
峡
水
・

谷
口
武
『
デ
エ
リ
ー
新
文
化
語
辞
典
』
啓
明
社
、
一
九
二
六
年
、

ニ
四
0
頁）

⑯
「
ヴ
ィ
オ
ロ
ン
・
セ
ロ
（
英
）
単
に
セ
ロ
と
も
い
ふ
。
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
の
大
型
の
も
の
。
」
（
新
語
研
究
会
編
『
新
ら
し
い
言
葉
は
何

で
も
わ
か
る
』
ヤ
ナ
セ
書
院
、
一
九
二
六
年
、
四
二
頁
）

⑰
「
ヴ
ィ
オ
ロ
ン
・
セ
ロ
（
英
）
単
に
セ
ロ
と
も
い
ふ
。
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
の
大
型
の
も
の
。
」
（
国
民
教
育
叢
書
刊
行
会
編

『外
語
か
ら

生
れ
た
新
語
辞
典
』
内
外
出
版
協
会
、
一
九
二
六
年
、
四
二
頁
）

⑱

「ヴ
ィ
オ
ロ
ン
・
セ
ロ
〔
V
i
o
l
o
n, cello
〕
【
英
】
単
に
セ
ロ
と
も
い
ひ
、

「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
」
の
大
形
の
も
の
に
て
膝
に
さ
、
へ
て
奏
で
る
も

の
で
あ
る
。
」
（
秋
山
逸
博
・
太
田
武
次
郎
共
編
『
昭
和
百
科
現
代

の
常
識
』
（
中
央
書
院
、
一
九
二
七
年
、
一
七
九
頁
）

⑲
「
【
セ
ロ
】
ヴ
ヰ
オ
ロ
ン
・
セ
ロ
の
略
。
」
（
日
本
青
年
社
篇
『
新
時

代
語
辞
典
二
国
語
熟
語
新
語
外
来
語
』
大
興
社
、
一
九
二
七
年
、

一
九
九
頁
。
※
日
本
青
年
社
篇
『新
語
辞
典
は
口
用
便
覧
』
（
大
興
社
、

一九――

1
0年
、
三
頁
も
同
じ
）

⑳
「
セ
ロ

(Cello
英
）
伊
太
利
語
で
「
チ
ェ
ル
ロ
」
と
呼
ぶ
。

「
バ
イ

オ
リ
ン
・
セ
ロ
」
の
略
で
、
「
バ
イ
オ
リ
ン
」
と
同
様
の
形
を
し
た

大
き
な
四
絃
楽
器
で
あ
る
。
」
（
田
中
信
澄
編
「
音
引
正
解
近
代

新
用
語
辞
典
』
修
教
社
書
院
、
一
九
二
八
年
、
四
二
六
頁
）

(10) 

⑳
「
【
セ
ロ
】

(Cello)

ヴ
ィ
オ
ロ
ン
・
セ
ロ
の
略
。
」
（
有
馬
祐
政
監

修
「
新
外
来
語
辞
典
』
富
文
館
、
一
九
二
八
年
、

ニ

―
0
頁）

⑫
「
【
セ
ロ
】

Cello
(
伊
）
「
ヴ
ァ
イ
オ
ロ
ン
セ

ロ
」
の
項
参
照
。
」
（高

谷
隆
『
新
し
い
言
葉
の
泉
』
創
造
社
、
一
九
二
八
年
、
四
0
0
頁）

⑳
「
【
セ
ロ
】

Cello
(
英
）
ヴ
ィ
オ
ロ
ン
セ
ロ

(Violoncello
)
の
こ
と
。

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
似
て
大
き
く
、
四
絃
を
有
す
る
も
の
。
」
（
藤
本

勇
編
著
『
現
代
常
識
百
科
辞
典
』
朋
文
堂
、
一
九
二
八
年
、
六
四

一頁）

⑳
「
violon, cello
〈
音
楽
〉
セ
ロ

(11
cello)
、
低
音
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
。
」

（荒
川
惣
兵
衛
編

『日
本
語
と
な

っ
た
英
語
』
研
究
社
、
一
九
三
0
年、

九
三
頁
）
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時 略 セ 常リ -五か型セ編ー進半 ‘ 

ウセ
セ代 て一外間器セ

の し 口 便ンィ九らのローロ堂次
セ

ロの増奏 来にのロ
やた＾覧のォ頁生ヴ＾モー

し一
書郎へ尖補でこ語挟一の

うも英 大 ゜まアの ゜
にの o 第型 g ちれイ

巴 夕盆店編邑端邑る 辞み魏告
さ／日 -==;J s 語 こ拿邑床

顎゜告―の なたオ -辞 -― 英 -辞 磯 の形 2
の低 ッ 教も み現リ
下音 育の

セ
正出←口＇ミ岱。

にのし ＾ーー叩 -
入ヴぃ胃第＾九のサ
れア発、一芭一辞央オ堂ン‘ 本 イ 書 一 雄 ィ 店 、 ォ ヴ
るイ音 教 五邑羹 i豊：轟語オ院 ‘奏リィ

のオは元 嘉皐棗大阪‘房口頁名 : オ

~: ,I 悶 毎 編 悶 晶 蘭 学 ＾＝こ 靡嬰言年は災呈？てセ
‘るヴニ祠も載社胃百 0 ,,......_ 『

両がイ さ
、万＝年モ

膝‘
八代いれ一編目‘ダ 号絃二頁新も―津くの

オ頁新ふて九集邑ーン
の禅ロ -語° ぃ＝局° 四 辞

巌楽八。時の六清四略
ヽ

間をン 辞ヴ 一絹 八典
の器夏※代で頁達嘉三

な 0 の 手 ← 同
同 用膝 -編

にしセ典ア 頁 編 語に あ巴

立めロ ・・イど年霙崎 -輯 且示し祠辞支 冨り、洋

て
て
弾
く
も
の
で
あ
る
。
」
（
中
山
由
五
郎
他
編
『
モ
ダ
ン
語
漫
画

辞
典
』
洛
陽
書
院
、
一
九
三
一
年
、
二
九
四
頁
。
※
中
山
由
五
郎
「
モ

ダ
ン
語
新
式
辞
典
』
（
文
啓
社
、
一
九
三
三
年
、
二
九
四
頁
も
同
じ
）

⑫
「
セ
ロ

(cello)

[
音
】
ヴ
ィ
オ
ロ
ン
・
チ
ェ
ロ

(Violoncello)

ン
新
語
辞
典
」
浩
文
社
、
一
九
三
一
年
、
二
三
八
頁
。
※
福
田
正

人
編
「
モ
ダ
ン
新
語
辞
典
こ
H
満
英
独
仏

J

(
日
本
図
書
出
版
社
、

一
九
三
三
年
、
二
三
八
頁
も
同
じ
）

⑬
「
【
セ
ロ
】

Cello

(
伊
）
《
音
楽
》
一
種
の
弦
楽
器
。
低
音
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
セ
ロ

Violin, cello
の
略
。
」
（
伊
藤
晃

二
「
常
用
モ
ダ
ン
語
辞
典
』
創
造
社
、
一
九
三
一
年
、
五
八
九
頁
）

⑭
「
セ
ロ
大
提
琴
」
（
大
阪
毎
日
新
聞
社
・
東
京
日
日
新
聞
社
編
「
毎

日
年
鑑
附
録
現
代
術
語
辞
典
』
大
阪
毎
日
新
聞
社
・
東
京
日
日

新
聞
社
、
一
九
三
一
年
、
一

0
四
頁
）

マ

マ

⑮
「
【
セ
ロ
】

Sello

大
形
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
。
」
（
斉
藤
義
一
『
超
モ

ダ
ン
用
語
辞
典
』
中
村
書
店
、
一
九
三
一
年
、
七
九
頁
）

⑯
「
セ
ロ

cello
〔
英
〕
大
形
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
こ
と
。
」
（
現
代
新

語
研
究
会
編
『
い
ろ
は
引
現
代
語
大
辞
典
』
大
文
館
書
店
、
一
九

三
一
年
、
四
一
九
頁
）

⑰
「
セ
ロ

(Cello
英
）
大
形
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
。
英
語
の
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
セ
ロ

(violin, cello)

の
略
。
」
（
藤
村
作
・
千
葉
勉
編

『現
代

語
大
辞
典
』
一
新
社
、
一
九
一
＝
二
年
、
三

0
一頁）

ママ

⑱
「
セ
ロ
／
低
音
。
」
（
社
会
ユ
ー
モ
ア
研
究
会
編

「社
会
ユ
ー
モ
ア
・
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． 
モ
ダ
ン
語
辞
典
』
鈴
響
社
、
一
九
三
二
年
、
三
八

0
頁）

⑲
「
セ
ロ
（
伊

cello)

〔
音
〕
チ
ェ
ロ
と
発
音
す
る
の
が
正
し
い
。
ヴ

ア
イ
オ
リ
ン
・
チ
ェ
ロ
の
略
。
低
音
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
い
ふ
。
」
（
改

造
社
編

『最
新
百
科
社
会
語
辞
典
」
改
造
社
、
一
九
三
二
年
、
一

六

一頁）

⑩
「
セ
ロ

(Cello)

【
英
】
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
形
の
極
大
き
な
楽
器
」
（
小

坂
潔

「新
式
モ
ダ
ン
語
辞
典
』
帝
国
図
書
普
及
会
、
一
九
三
三
年、

一
八
一
頁
）

＠
「
セ
ロ

(cello
英
）
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
セ
ロ
の
略
。
伊
太
利
語
で

は
チ
ェ
ロ
と
発
音
す
。
」
（
千
葉
亀
雄
絹
『
新
聞
語
辞
典
』
栗
田
書
店
、

一
九
三
三
年
、
二

0
六
頁
）

さ
て
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
英
語
教
師
で
の
ち
に
「
外
来
語
辞
典
」

（
富
山
房
、
一
九
四
一
年
）
な
ど
を
著
す
荒
川
惣
兵
衛
が
、
一
九
三
〇

年
刊
の
前
掲
⑳
で
「
セ
ロ
」
と
表
記
し
、
⑳
九
三
頁
で
も
「
violin, cello 

〈
音
楽
〉
セ
ロ

(
1
1
cello)
、
低
音
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
。
」
と
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
一
九
三
二
年
に
『
外
来
語
学
序
説

i

「
モ
ダ
ン
語
」

研
究
』
を
自
費
出
版
（
同
年
、
研
究
社
よ
り
刊
行
）
し
た
際
、
も
は
や

ト
「
セ
ロ

(cello)

の
時
代
に
非
ず
し
て
、
チ
ェ
ロ
の
時
代
で
あ
る
。
」
（
一

ノ
八
七
頁
）
と
、
こ
の
表
記
の
問
題
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
こ
と
で
あ

一

二
―
頁
）
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
語
で

も
英
語
で
も
、
そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
語
で
も
cello
の
発
音
は
「
チ
ェ
ロ
」

で
あ
る
が
、
前
掲
リ
ス
ト
で
は
「
セ
ロ
」
を
英
語
由
来
と
し
て
い
る
も

の
が
多
い
。
よ
っ
て
、
た
と
え
ば
英
語
の
cell

(
細
胞
）
の
発
音
が
「
セ

ル
」
な
の
で
、
綴
り
が
似
て
い
る
c
e
llo
も
「
セ
ロ
」
、
と
い
う
短
絡
的

(11)
 

な
間
違
い
が
そ
の
ま
ま
定
着
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

前
掲
⑪
⑫
面
⑪
）や
荒
川
の
書
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
正
し
い
発
音

が
「
チ
ェ
ロ
」
で
あ
る
と
い
う
表
記
が
出
て
来
る
の
は
一
九
三
0
年
代

か
ら
で
あ
る
が
、
依
然
と
し
て
「
セ
ロ
」
も
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
前

掲
リ
ス
ト
か
ら
も
わ
か
る
だ
ろ
う
。
で
は
、
「
ゴ
ー
シ
ュ
」
は
ど
う
で

あ
ろ
う
か
。

実
は
「
ゴ
ー
シ
ュ
」
も
モ
ダ
ン
語
で
あ
る
。
前
掲
の
諸
辞
典
中
、
「ゴ
ー

シ
ュ
」
が
立
項
さ
れ
て
い
る
の
は
、
一
九
三

一
年
以
降
に
公
刊
さ
れ
た

(12〉

以
下
の
三
冊
の
み
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
説
明
は
、
「
セ
ロ
弾
き
の

ゴ
ー
シ
ュ
」
研
究
に
資
す
る
貴
重
な
情
報
を
与
え
て
く
れ
る
。

ま
ず
、
⑬
伊
藤
晃
二

『常
用
モ
ダ
ン
語
辞
典
』
（
創
造
社
、
一
九
―
―
―

一
年
一

0
月
二
三
日
発
行
）
三
五
八
頁
に
、
「
【
ゴ
ー
シ
ュ
】
G
a
u
c
h
e
(
仏）

左
。
英
語
の
レ
フ
ト
に
同
じ
。
」
と
い
う
項
目
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

「
ゴ
ー
シ
ュ
」
も
「
モ
ダ
ン
語
」
と
し
て
流
通
し
て
い
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。

「
モ
ダ
ン
語
」
と
し
て
の
「
ゴ
ー
シ
ュ
」

-129-



． 
1研究ノート re

次
に
、
そ
の
翌
年
に
刊
行
さ
れ
た
⑰
藤
村
作
・
千
葉
勉
編
『
現
代
語

大
辞
典

j

(
一
新
社
、
一
九
三
二
年
三
月
二
八
日
発
行
）
一
四
三
頁
に
は
、

(13) 

「
ゴ
ー
シ
ュ

(
g
a
u
c
h
e
仏
）
左
方
。
左
側
。
左
翼
。
」
と
あ
る
。
こ
こ

で
重
要
な
の
は
、
従
来
の
〈
ゴ
ー
シ
ュ
〉
フ
ラ
ン
ス
語
由
来
説
か
ら
な

ぜ
か
外
さ
れ
て
き
た
、
最
後
の
「
左
粟
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
「
左
翼
」
と
い
う
表
現
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
由
来
で
あ
る
の

で
、
英
語
l
e
f
t

で
は
な
く
フ
ラ
ン
ス
語
を
使
用
す
る
こ
と
は
自
然
で
あ

る
。
「
一
九
二
七
、
三
、
二
六
、
」
の
日
付
け
が
付
さ
れ
た
宮
澤
賢
治
の

詩
ノ
ー
ト
所
収
「
一
〇
一
六
〔
黒
っ
ち
か
ら
た
っ
〕
」
に
「
き
み
た
ち

が
み
ん
な
労
農
党
に
な
っ
て
か
ら
／
そ
れ
か
ら
ほ
ん
と
の
お
れ
の
仕
事

が
は
じ
ま
る
の
だ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
労
働
農
民
党
シ
ン
パ
で
あ
っ
た

賢
治
が
、
一
九
二
八
年
二
月
の
第
一
回
普
通
選
挙
の
前
に
同
党
稗
和
支

部
に
カ
ン
パ
を
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
同
年
の
三
・
一

五
事
件
を
始
め
、
続
く
一
九
二
九
年
、
一
九
三
0
年
に
も
共
産
党
貝
大

検
挙
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
当
時
「
左
（
翼
）
」
は
、
政
府
に
と
っ
て
「
要

注
意
」
の
対
象
で
あ
っ
た
。
逆
に
言
え
ば
、
「
右
」
関
係
に
つ
い
て
は

各
辞
典
で
モ
ダ
ン
語
と
し
て
全
く
立
項
さ
れ
て
い
な
い
の
も
、
こ
の
理

由
に
よ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
最
も
重
要
な
の
が
、
前
掲
⑱
社
会
ユ
ー
モ
ア
研
究
会
編
「
社

会
ユ
ー
モ
ア
・
モ
ダ
ン
語
辞
典
」
（
鈴
響
社
、
一
九
三
二
年
四
月
二
八

日
発
行
）
で
あ
る
。
全
四
0
0
頁
で
定
価
一
円
の
こ
の
辞
典
の
概
要
を

捉
え
る
た
め
に
、
そ
の
大
項
目
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

●
目
次
[
七
頁
]
{
史
稽
[
-
ー
六
九
頁
]
／
洒
落
[
七
O
i
八

八
頁
]
/
ユ
ー
モ
ア
文
学
[
八
九
ー
一

O
八
頁
]
／
隠
語
（
芝
居

語
ー
花
柳
語
ー
男
女
学
生
語
ー
露
店
商
人
語
ー
刑
事
犯
罪
語
ー
古

今
東
西
語
）
口
〇
九
＼
一
四
五
頁
]
／
エ
ロ
語
[
-
四
六

i
-

六
五
頁
）

／
異
名
調
名
[
-
六
六
i
一
七
二
頁
）

／
符
牒
[
-
七

三
＼
一
八
0
円

／
略
語
[
-
八
一
ー

一
八
五
頁
]
／
諺
語
[
-

八
六
ー
一
九
三
頁
]
／
俗
語
[
-
九
四
S
二
0
四
頁
]
／
和
製
英

語
[
二
O
五
ー
ニ
二
幽
頁
]
／
モ
ダ
（
l
）
ン
語
「
二
二
立
ー
三

五
一
頁
]
／
ス
ポ
ー
ツ
語

U
二
五
ニ
ー
三
六
三
頁
）

／
兵
語
「
―
―
―

六
四
ー
三
七
七
頁
]
／
音
楽
用
語

U

二
七
八
ー
三
八
二
頁
]
／
附

録
（
花
言
葉
|
国
花
ー
謡
曲
十
五
徳
ー
歌
舞
伎
十
八
番
ー
相
撲
四

十
八
手
ー
主
要
俳
優
名
鑑
ー
碁
の
段
位
、
初
段
以
下
の
級
ー
将
棋

の
組
階
段
位
、
駒
の
行
き
道
、
駒
の
位
階
ー
七
曜
の
出
来
ー
活
字

の
書
体
と
其
の
大
小
ー
書
籍
の
寸
法
ー
外
来
語
の
当
字
ー
時
差
ー

（
以
下
見
返
し
）
郵
便
物
の
メ
ー
ト
ル
法
ー
メ
ー
ト
ル
換
算
法
[
三

八
三
8
四
0
0
＋
二
頁
]

同
書
「
緒
言
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
辞
典
は
、
「
面
白
可
笑
し
く
世
態

人
情
の
機
微
を
道
破
」
し
て
い
た
古
人
に
比
べ
「
こ
の
方
面
の
趣
味
に

無
関
心
」
に
な
り
が
ち
な
現
代
人
の
た
め
の
「
心
機
を
一
転
し
元
気
更

新
の
妙
薬
」
と
な
る
べ
く
「
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
茶
気
可
笑
味
あ
る
単
語

を
網
羅
」
し
た
（
二
頁
）
、
つ
ま
り
、
当
時
巷
間
に
流
布
し
て
い
た
言

葉
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
当
時
の
世
相
を
知
る
に
は
と
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つ
ま
り
今
回
の
こ
の
表
記
の
発
見
に
よ
っ
て
、
当
時
、
フ
ラ
ン
ス
語

由
来
の
「
ゴ

ー
シ
ュ
」
が
、
滑
稽
味
を
も
ま
と
っ
た
「
唐
変
木
、
木
念

人
」
を
意
味
す
る
名
詞
と
し
て
す
で
に
流
布
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

〈ゴ
ー
シ
ュ

〉
と
は
、
賢
治
が
「
左
の
、

不
恰
好
な
、
不
器
用
な
」
と
い
う
初
歩
の
フ
ラ
ン
ス
語
形
容
詞
を
知
っ

て
い
て
そ
こ
か
ら
「
下
手
く
そ
な
」
主
人
公
の
形
容
に
も
相
応
し
い
語

と
し
て
選
ん
だ
名
前
、
と
い
う
一
般
的
理
解
か
ら
さ
ら
に
一
歩
踏
み
込

む
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
こ
の

「
唐
変
木
、
木
念
人
」
と
い
う
意
味
は

唐
突
に
も
思
え
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
、
当
時
右
傾
化
す
る
日
本
に
あ
っ

て
抵
抗
す
る
「
左
撚
」
は
、
一
般
人
の
目
に
は
「
唐
変
木
、
木
念
人
」

に
映
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
「
ゴ

ー
シ
ュ
」
が
（
フ
ラ
ン

ス
語
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
）
暗
に
嘲
笑

．
椰
楡
す
る
表
現
11

「
滑
稽
」

語
と
し
て
人
口
に
贈
炎
し
て
い
た
、
と
考
え
て
も
お
か
し
く
な
い
。

ゴ
ー
シ
ュ
（
佛
）

虎
畏
＊
、
＊
念
人
。

て
も
興
味
深
い
辞
典
な
の
だ
が
、
就
中
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
前
掲

「
滑
稽
」
の
項
中

（二
六
頁
下
段
）
お
よ
び
「
モ
ダ

(
l
)
ン
語
」
の

項
中
（
二
五
八
頁
下
段
）
そ
れ
ぞ
れ
に
、
「ゴ
ー
シ
ュ
（
仏
）

／
唐
変
木、

木
念
人
。
」
と
い
う
項
目
が
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
前
掲
「
ゴ

ー
シ
ュ
四
辺
形
」
が
登
場
す
る

「春
と
修
羅
』

「
樺
太
鉄
道
」
に
付
さ
れ
た
日
付
は
「
(
-
九
二
三
、
八
、
四
）
」
、
同
じ

く
「
春
と
修
羅
第
三
集
」
所
収
の
詩
[
1
0
1
五
]
「
〔バ
ケ
ツ
が
の

ぽ
つ
て
〕
」
に
付
さ
れ
た
日
付
は
「

一
九
二
七
‘
-―-
、
三
―
-
、
」
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
す
で
に
こ
の
時
期
か
ら
賢
治
が
こ
の
幾
何
学
用
語
を
知
っ
て

(15
) 

い
た
の
は
自
明
だ
が
、
こ
の
童
話
の
当
初
の
タ
イ
ト
ル
は
「
セ
ロ
弾
き

の
は
な
し
」
で
あ
り
、
最
初
か
ら

〈ゴ
ー
シ
ュ

〉
と
い
う
命
名
が
イ
メ
ー

ジ
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、

一
九
三
二
年
四
月
刊
行
の
こ
の
辞
典
中
に
、
「
ゴ

ー

シ
ュ
」
が
す
で
に
流
布
し
て
い
る
語
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
、
そ
れ
よ
り
も
前
か
ら
一
般
的
な
語
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
を
侯

た
ず
、
も
ち
ろ
ん
賢
治
が
こ
の
辞
典
を
参
照
し
た
か
ど
う
か
も
問
題
に

は
な
ら
な
い
。
僅
か
三
例
だ
が
、

一
九
――
10
年
代
の
モ
ダ
ン
語
辞
典
に

「ゴ

ー
シ
ュ
」
が
立
項
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
遅
く
と
も
昭
和
初
期
に

な
っ
て
、
こ
の
語
が
モ
ダ
ン
語
の
仲
間
入
り
を
し
、
さ
ら
に
、

「
モ
ダ
ン
」

だ
け
で
な
く
「
滑
稽
」
味
を
帯
び
た
用
い
方
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
た
こ
と
を
示
す
。
そ
れ
を
知

っ
た
賢
治
が
、

〈セ
ロ
弾
き
〉
←

〈
テ

ィ
シ
ウ
〉
←
〈ゴ
ー
バ
ー
〉
と
い
う
命
名
の
推
移
を
経
て
最
終
的
に
〈ゴ
ー

シ
ュ
〉
へ
の
修
正
を
行
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

で
は
な
ぜ
賢
治
は
最
終
的
に
〈
ゴ

ー
シ
ュ

〉
を
選
ん
だ
の
か
。
そ
こ

結
び
に
か
え
て
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(
3
)
原
子
朗
『
新
宮
澤
賢
治
語
彙
辞
典

一
六

i
二
0
頁。

（
四
辺
形
）
」
に
つ
い
て
同
様
の
語
注
を
つ
け

一
年
）
九
頁
参
照
。

一
八
頁
。

一
九
一
＿
一
六
年
、
四
一
頁
参
照
。

八
四
頁
。

と
修
羅
』
に
お
け
る
「
ゴ
ー
シ
ュ

(
6
)
『日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
』
第

二

＿
巻
（
小
学
館
、
二

0
0
一
年）

て
い
た
と
い
う
の
は
言
い
す
ぎ
」
と
し
て
い
る
。

註 に
「
唐
変
木
、
木
念
人
」
的
な
含
意
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
が
、

一
九
三
一
年
頃
成
立
と
考
え
ら
れ
て
い
る
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
に
も
登

場
す
る
「
デ
ク
ノ
ボ
ー
」
と
ほ
ぽ
同
義
で
あ
る
こ
と
も
看
過
さ
れ
る
べ

き
で
は
な
い
。
今
回
は
紙
幅
の
制
限
も
あ
り
論
文
化
は
見
送
っ
た
が
、

次
稿
で
は
、
今
回
の
発
見
を
ふ
ま
え
、
こ
の
〈
ゴ
ー
シ
ュ
〉
＂
「
唐
変

木
、
木
念
人
」

11

「
デ
ク
ノ
ボ
ー
」
と
い
う
視
角
か
ら
、
童
話
「
セ
ロ

弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
」
に
つ
い
て
論
じ
る
予
定
で
あ
る
。

(
l
)
藤
原
嘉
藤
治
「
詩
集
春
と
修
羅
語
注
」
（
続
橋
達
雄
編
『
宮
澤
賢
治
全
集
第

一
巻
（
詩
集
乾
巻
）
』
十
字
屋
書
店
、

原
嘉
藤
治
は
、
こ
の
「
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
」
へ
の
言
及
に
先
ん
じ
て
、
『
春

て
い
る
。
草
野
心
平
絹
『
宮
澤
賢
治
研
究
j

第
五
・
六
号
（
全
集
第
一
巻
註
解
号
）
、

(
2
)
梅
津
時
比
古
『
《
ゴ
ー
シ
ュ
》
と
い
う
名
前
ー
《
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
》
論
』

（
東
京
書
籍
、
二

0
0
五
年
）

第
二
版
」
（
東
京
書
籍
、
二

0
0
0
年）

二
七
0
頁
。
た
だ
し
、
原
は
、
直
接
的
な
関
係
は
な
い
だ
ろ
う
と
推
測
し
て
お
り
、

こ
の
推
測
部
分
は
、
同
『
定
本
宮
澤
賢
治
語
彙
辞
典

J

(
東
京
書
籍
、
二

0
1
―1

一年）

の
同
項
目
の
記
述
（
二
六
九
＼
二
七

0
頁
）
か
ら
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。

(
4
)
杉
山
「
ゴ
ー
シ
ュ
の
名
の
―
つ
の
仮
定
的
由
来
」
（
『
賢
治
研
究
」
第
四
0
号、

一
九
八
六
年
）
四
三

1
匹
四
頁
。
ち
な
み
に
、
以
下
の
拙
論
で
、
草
稿
中
の
書
き

一
九
四
0
年
）
―
―
一
五
頁
。
ち
な
み
に
、
藤

間
違
い
と
見
な
さ
れ
校
本
全
集
で
「
ゴ
ー
シ
ュ
」
と
校
訂
さ
れ
て
い
る
「
ゴ
ー
シ
ャ
」

(~ 

ゴ
ー

シ
ャ
）
が
含
意
さ
れ
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
い
た
。
木
村
直
弘
「
〈摩
擦
〉
〈
擬

動
〉
〈
感
染
〉
ー
ー
＇
宮
澤
賢
治
「
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
』
に
お
け
る
ト
ル
ス
ト

イ
の
芸
術
論
と
石
川
三
四
郎
の
動
態
社
会
美
学
の
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
イ
ス
ーー＇」

（『岩
手
大
学
教
育
学
部
附
属
教
育
実
践
総
合
セ

ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
第
一

0
号、

二
0
―
一
年
、
五
五
i
八
四
頁
）
。

(
5
)
天
沢
退
二
郎
「
「
ゴ
ー
シ
ュ
」
と
い
う
命
名
を
め
ぐ
っ
て
」

（同

「
《
宮
沢
賢
治
》

の
さ
ら
な
る
彼
方
を
求
め
て
」
筑
摩
書
房
、

二
0
0九
年
）
二
六
一

1

一頁。

た
だ
し
、

天
沢
は
賢
治
が
「
ゴ
ー
シ
ュ
四
辺
形
」
と
い
う
語
を
知
っ
て
い
た
か
ら
と
い
っ
て
、

「
普
通
の
名
詞
・
形
容
詞
と
し
て
の
「
ゴ
ー
シ
ュ
」
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
語
を
知
っ

(
7
)
日
本
近
代
政
治
思
想
史
学
者
：
山
室
信

一
に
よ
れ
ば
、
「
モ
ダ
ン
語
」
と
い
う

言
葉
が
人
口
に
謄
灸
す
る
の
は
一
九
二

0
年
代
後
半
あ
た
り
か
ら
で
あ
る
。
外
に

も
こ
れ
に
相
当
す
る
言
葉
と
し
て

「当
用
外
来
語
・
新
外
来
語
・

当
代
語
・
新
時

代
語
・
時
代
新
語
・
新
文
化
語
・
新
意
語
・
新
術
語
・
新
造
語
・
現
代
新
語
・
現

代
術
語
・
モ
ダ
ン
用
語
・
モ
ダ
ン
新
語
・
尖
端
語
・
尖
鋭
語
」
等
が
あ
る
が
、
山

室
は
「
モ
ダ
ン
語
」
を
こ
れ
ら
を
総
称
す
る
語
と
し
て
定
義
し
て
い
る
。
山
室
信

『
モ
ダ
ン
語
の
世
界
ヘ
ー
流
行
語
で
探
る
近
現
代
」
（
岩
波
書
店
、

二
0
-―

(
8
)
原
、
前
掲
書
（
二

0
1
――
一年）、
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二
二
年
）
、
松
本
重
彦
編

「現
代
国
語
辞
書

J

(
一
誠
社
、

来
新
語
辞
典
j

（
博
多
成
象
堂
、

山
田
清
三
郎

一
九

一
九
二
二
年
）
、
勝
屋
英
造
編

「通
人
語
辞
典
」
（
二
松
堂
書
店
、

文
社
、

(
9
)
詳
し
く
は
、
山
室
、
前
掲
書
、
巻
末
「
モ
ダ
ン
語
辞
典
一
覧
」
(
-
¥
1
0頁）

(10）
ち
な
み
に
、
同
書
二
三
頁
で
は
「
【
ヴ
ァ
イ
オ
ロ
ン
・
セ
ロ
】

(violon-
cello)

大
型
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
で
、
膝
に
さ
、
へ
て
弾
く
。
単
に
セ
ロ
と
も
い
ふ
。」
と

い
う
説
明
が
あ
り
、
ニ―

0
頁
の
「
ヴ
ィ
オ
ロ
ン
・
セ
ロ
」
と
い
う
表
記
と
異
な
っ

(11)
ち
な
み
に
、
③
函
面
）
な
ど
に
「
S
」
か
ら
始
ま
る
表
記
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

発
音
も
「
セ
ロ
」
で
あ
り
、
「
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
」
を
「
チ
ェ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー

(12)
ち
な
み
に
、
今
回
調
査
し
た
外
来
語
、
新
語
、
モ
ダ
ン
語
関
係
の
辞
典
類
中
、

以
下
の
も
の
に
は
「
セ
ロ
」
も
「
ゴ
ー
シ
ュ
」
も
立
項
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
生

一
九
一
三
年
）
、
上
田
万
年
・
松
井

簡
治

『大
日
本
国
語
辞
典

j

第
二
、
第
三
巻
（
金
港
堂
書
籍
、
一
九
一
六
、
一
七
年
）
、

小
山
内
薫
編
『
文
芸
新
語
辞
典
」（
春
陽
堂
、

一
九
一
八
年
）、
生
田
長
江
等
編

「新

文
学
辞
典
」
（
新
潮
社
、

増
補
改
版
第
二
版
」

（平
凡
社
、一

九

一
九
年
）
、
時
代
研
究
会
編

「現

代
新
語
辞
典
」
（
耕
文
堂
、
一
九
一
九
年
）
、
上
田
景
二
編

「模
範
新
語
通
語
大
辞
典
」

（
松
本
商
会
出
版
部
、

本
教
育
書
院
、

井
清
文
堂
、

一
九
二
二
年
）
、
新
知
識
研
究
会
編

『日
用
百
科
知
識
の
華
』
（
玉

九
二
二
年
）
、
木
Jll
又
吉
郎
等
編

『現
代
大
辞
典
」
（
大
日
本
教
育
通
信
社
、

一
九
ニ
―
―
一年
）
、
紅
玉

堂
編
輯
部
編
『
活
用
現
代
新
語
辞
典
J

'
(

紅
玉
堂
書
店
、
一

九
二
四
年
）、
服
部
嘉
香
・

井
歌
彦
編
書
「
実
用
新
辞
典

i

ペ
ン
字
行
草
手
本
入
附
・
現
代
語
辞
典
」
（
浩

一
九
一
九
年
）
、
梶
康
郎
編

『新
式
漢
和
大
辞
海
』
（大
B

録
付
・
モ
ダ
ン
語
と
新
主
義
学
説
辞
典
』
（
松
寿
堂
出
版
部
、

一
九
＝
二

年
）
、
小
山
湖
南
編

『こ
れ
―
つ
で
何
で
も
わ
か
る
二
附

便
利
だ
！

一九――
1
0年
）
、
現
代
編
輯
局
編
「
現
代
新
語
辞
典
」
（
大
日
本
雄
弁

一
九
一
八
年
）
、
下
中
芳
岳
編
「
ポ
ケ
ッ
ト
顧
問
や
此
は

ダ
ン
用
語
辞
典
」

（
実
業
之
日
本
社、

異
根
組
『
新
か
く
し
言
葉
辞
典
」
（
博
進
堂
書
店
、

田
長
江
編

「文
学
新
語
小
辞
典
」（
新
潮
社
、

宮
本
光
玄
「
か
く
し
言
葉
の
字
引

一
九
二
五

一
九
二
五
年
）
、
鈴
木
一

意
編
『
社
交
用
語
の
字
引
益
莉
し
い
言
葉
・
通
な
言
葉
・
故
事
熟
語
」
（
実
業
之

一
九
二
五
年
）
、
文
芸
時
代
編
輯
部

「文
芸
新
語
辞
典
」
（
金
星
堂
、

六
年
）
、
森
田
芳
男
編

『実
際
に
役
立
つ
新
撰
語
の
字
引
」

（弘
英
社
、

一
九
二
六
年
）
、

公
民
協
会
編

『昭
和
公
民
辞
典
ぶ
莉
し
い
民
衆
語
の
解
」

（文
泉
社
、

一
九
二
七
年
）、

文
化
出
版
社
編
『
現
代
語
新
辞
典
こ
J

れ
さ
へ
あ
れ
ば
」
（
文
化
出
版
社
、

二
七
年
）
、
本
間
晴
『
新
ら
し
い
言
葉
の
早
わ
か
り
新
語
辞
典

J

(
学
而
書
房
、

九
二
八
年
）
、
国
民
教
育
研
究
会
編
著
『
現
代
常
識
国
民
百
科
大
辞
典
』
（
国
民
書
院、

一
九
二
九
年
）
、
法
制
時
報
社
編

「社
会
常
識
辞
典
」（
法
制
時
報
社
、
一
九
二
九
年
）、

（
誠
文
堂
、

会
講
談
社
、

九
三

一
年
）、
矢
口
速

改
訂
版
』
（
誠
文
堂
、

一
九
二
九
年
）、
津
田

一九―
―10
年
）
、
東
亜
書
院
編

輯
所
編
「
現
代
新
語
辞
典
」
（
東
亜
書
院
出
版
部
、
一
九
三
0
年
）
、
麹
町
幸
二
編
『
モ

一
九
三
0
年
）
、
鵜
沼
直
「
モ
ダ
ン
語
辞
典

j

一
九
三
一
年
）
、
酒

一
九
三
一
年
）
、
酒
尾
達
人
編

『ウ
ル
ト
ラ
モ
ダ
ン
辞
典
」
（
一
誠
社
、

編
『
社
会
百
科
尖
端
大
辞
典
J

(
文
武
誉
院、

一
九
三
二
年
）
、

編

「新
文
芸
用
語
の
字
引
」（
白
揚
社
、

一
九
三
二
年
）
、
中
目
覚
「
外

一
九
三
二
年
）
、
麹
町
幸
二
編

『モ
ダ
ン
流
行
語

シ
ュ
」
と
読
み
か
え
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。

一
九

て
い
る
。

九
二
六
年
）、

至
文
社
編
輯
部
編

「常
識
百
科
精
講
」
（
玉
文
社
出
版
部
、

一
九

日
本
社
、

を
参
照
の
こ
と
。

年
）
、
相
田
隆
太
郎
編

「改
造
新
語
辞
典
」
（
新
潮
社
、

植
原
路
郎

『大
増
補
改
訂
新
し
い
言
葉
の
字
引
」

（実
業
之
日
本
社
、
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に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
す
。

[
付
記
]

し
て
い
た
語
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

辞
典
』
（
実
業
之
日
本
社
、

國
民
報
社
、
一
九
三
三
年
）
、
吉
見
文
雄
「
現
代
い
ろ
は
大
辞
典
一
現
代
語
人

j

(忠

文
館
書
店
、

一
九
三
三
年
）
、
大
京
社
編
集
部

――――＿一年）。

一
九
三
三
年
）
、
栗
田
書
店
出
版
部

(13)
ち
な
み
に
、
賢
治
が
没
し
た
翌
月
に
刊
行
さ
れ
た
⑪
千
葉
亀
雄
編

「新
聞
語

辞
典

J

(
栗
田
害
店
、

じ
表
記
が
あ
る
。
実
は
、
前
掲
リ
ス
ト
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
当
時
の
辞
書

（
金
港
堂
害
籍
、

の
説
明
に
は
先
行
類
書
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
パ
タ
ー
ン
が
多
い
。

編
「
最
新
日
本
百
科
精
典
」
（
大
京
社
、

一
九
三
三
年
一

0
月

一
日
発
行
）

一
九
二
八
年
一

0
月
八
日
発
行
）

三
六
五
頁
に
は
「
ご
ー
し
ゅ

し
へ
ん
け
い
（
英

G
a
u
c
h
e
quadrilateral) 

〔
ー
ー
上
四
辺
形
〕
（
名
）
【
数
】
各
の

辺
が
、
同

一
の
平
面
上
に
あ
ら
ざ
る
四
辺
形
。
」
と
い
う
項
目
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。

当
時
「
ゴ
ー
シ
ュ
四
辺
形
」
は
、
現
代
の
我
々
が
想
像
す
る
よ
り
は
人
口
に
腑
灸

本
稿
は
、
J
S
P
S科
学
研
究
費
基
金
・
基
盤
研
究

(
C
)
（J
P
1
8
K
0
0
4
9
5
)

―
二
三
頁
に
も
全
く
同

一
九

編

『隠
語
辞
典

J

(
栗
田
書
店
、

一
九
三
三
年
）
、
中
固
民
報
社
編
『
新
聞
語
辞
典

J

(中
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